



























された第 102 号（2000 年 3 月）の巻頭言の言葉を，『現代と文化』誌の使命・役割を表わす言葉
〈巻頭言〉
ユニークな紀要，｢知 ｣の競演誌『現代と文化』誌に多数投稿を
であるかのごとく紹介している．その言葉は，「……人間が過去に置き忘れてきた重要な「＜価
値」＞を再認識し，それを基軸に，21 世紀の社会システムを再構築していくための手段（武器）
を提供することにある．経済が主人公であった時代から，自然や人間が主人公になれる時代への
橋渡しのきっかけに……」というものであった．さらに，「時宜にかなった特集，イラク戦争勃
発時には＜戦争と平和＞を特集し，学園祭でシンポジウムを開催したこともあった．」と紹介し
ている．この記事の最後は，「『現代と文化』は，時代の荒波に抗してたくましく舵をとって進ん
でいる」と締めている．
　大変格調の高い記事である．最近は，科学技術の一層の高度化が急速に推進される一方で，人
文社会科学を軽視する傾向が強くなってきている．そんな中，高度化された科学技術は，人文社
会科学の光が当てられ批判的に吟味されることがなければ，巨大な凶器となりかねないと警告す
る声も学術の世界で聞かれ，議論されるようにもなってきている．『現代と文化』誌の役割はま
すます大きくなってきている．しかし，皆さん，上述の記事と私のコメントに緊張することな
く，どうかご自分を信じて，自由な発想や意見や解釈を本誌に投稿され，生産的建設的な議論の
創出・活性化にご協力頂けることを願ってやみません．
『現代と文化』編集委員
山崎喜比古
